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安全上の 

お願い 

● 正しく安全にお使いいただくため、ご使用の前に必ず取扱説明書をよくお読みください。 

● 製品の取付・接続にあたっては、取扱説明書等の関連資料を必ずお読みください。 

● 安全のため接続・交換作業は、電気工事・電気配線などの専門の技術を有する人がお

こなってください。 
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はじめに 

ショッピングセンター・テナントビル・寮などの各施設をはじめ、市場・空港などの各種メータの検針には膨大

な労力がかかります。自動検針システム『TOSCAM シリーズ』は、電気・水道・ガスメータなどの計量値を自

動で収集し、料金計算をおこないます。また「TOSCAM－B13」本体で検針データを表示・印字できるほ

か、接続したパソコンでも検針データの管理がおこなえます。さらに、スマートメータ（電文出力付電子式メ

ータ）を活用した電文方式の自動検針システムも構築できます。 

 

特徴 

■ネットワーク機能搭載 
LANなどのネットワークに接続すればパソコン(遠隔操作アプリ)で点在する「TOSCAM-B13」本体のデータ

を遠隔で一括検針でき、帳票作成やデータ管理がおこなえます。 

 

■検針データ・30分使用量を保持 
検針したデータに加え、30分ごとの使用量を3年分保存します。省エネルギー推進のためのデータとして、また

ダイナミックプライシング（時間帯別料金）などのデータとしてご活用いただけます。なお、検針データや30分使

用量データは「TOSCAM-B13」本体から直接USBメモリでも収集（TSV形式）できます。 

 

■スマートメータ『SmaMe』にも完全対応 
電文出力付のスマートメータ「SmaMe」シリーズを使用すれば、電文方式の自動検針がおこなえますので、

パルス方式のメータと比べ、初期コスト、運用コストの低減が図れます。 
 

■検針データの信頼性と同時性 
人手巡回検針の場合、指針値の書き写しや月間使用量、料金計算など煩雑な作業がなくなります。 

また、短時間に収集しますので、同時性にも優れ、計量器種別ごとの一ヶ月間の使用量比較にもご利用い

ただけます。 

 

■難検針業務に最適 
計量値を目視確認するのに困難な場所*の検針に最適です。また、なりすまし検針員の立入りが防止でき、

保安にも貢献できます。 

*立入りが制限された場所、天井裏や倉庫の奥などの立ち入りにくい所 

 

 ■停電時もパルス計量 
万一、停電が発生した場合でも本装置（TOSCAM-B13）から端末伝送器(パルスカウンタ)に電源を

供給していますので、水道、ガスメータからのパルスを受信することができます。 

 

 ■従来機種のリプレース対応 

ご使用いただいている当社従来機種（TOSCAM-B10、RF-14、TOSCAM-B11、TOSCAM-B12）のリ

プレースとして、端末伝送器はそのままで、本装置をご使用いただけます。[取付する際に取付ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ（ｵﾌﾟｼ

ｮﾝ）が必要になる場合があります。] 
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1 各部の機能と名称 

 ＜本体正面及び側面＞ 

 
 

 

 

  

＜本体底面＞ 

  

※扉を開閉するときは指等が挟まれないようにご注意ください。  

※通気口をふさいで本体を密閉構造にしないでください。密閉構造にすると異 

常時にバッテリ（オプション）が発火や破裂の恐れがあります。  

※本体の左側は 70mm 以上、右側は 100mm 以上、上側・下側は 

100mm 以上空けてください。  

※ノイズの影響データッチパネルが誤動作することがあります。 

 ノイズの多い環境でのご使用は避けてください。 
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 ＜本体内部＞ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源スイッチ 
電源入力端子 
 1P2W(MA-MB) 
AC100V 50/60Hz 

通信回路入力端子 
DC24V 電源（端末伝送器用） 

警報出力 LAN コネクタ 
（遠隔操作用） 

USB コネクタ 
（USB メモリ用） 

FG 端子 

上位伝送用コネクタ 

ヒューズ BOX 

端子台基板カバー オプション搭載時 

（鉛蓄電池一式・バッテリ取付金具一式） 
） 

※端子台基板カバーを開けないでください。感電の恐れがあります。  

※ＦＧ線を外さないでください。ＦＧ線を外すと、故障や漏電のときに感電する恐れや動作

不良の恐れがあります。  

※ケーブルを外さないでください。ケーブルを外すと、正常に動作しない恐れがあります。 

オプション搭載時の注意 

■バッテリの端子部に触れないでください。感電の恐れがあります。  

■ＡＣ電源スイッチがＯＦＦの場合でも、バッテリは活きていますので、バッテリの短絡には十

分注意してください。 
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＜サーマルプリンター＞ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜リセットスイッチ＞ 

LCD 表示やタッチパネル操作が異常になったときにリセット SW を４秒以上長押ししてくだ

さい。リセット SW は、基板を傷つけない不導体のタッチペンなどを使用して斜め左側から押し

てください。指では触らないでください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

ペーパーカッタ 

ペーパーカバー 

※プリンタ用紙を紙挿入口より引っ張る又は逆に引っ張ると故障の原因になりますの

でお止めください。 

※付属品のプリンタ用紙は感熱紙です。以下のようにお取扱いにご注意ください。 

・乾燥した冷暗所に保存してください。 

・固いもので強くこすらないでください。 

・有機溶剤の近くに置かないでください。 

・塩化ビニールフィルム、消しゴムや粘着テープに長時間接触させないでください。 

・プリンタ用紙は必ず指定紙をお使いください。 

※プリンタ背面のディップスイッチは触らないでください。 
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2 付属品 

本製品には下記の付属品がありますのでご確認ください。  

●  自動検針装置  TOSCAM-B13  簡易取扱説明書   ×１部  

●  自動検針装置  TOSCAM-B13  簡易工事要領書   ×１部  

●  扉キー（0200 番  タキゲン製造株式会社）   ×２本  

●  プリンタ用紙（サーマルロール紙 P-58-30  三栄電機株式会社）  ×３巻 

 

3 オプション品 

●  鉛蓄電池一式 ：バッテリ、ケーブル類  

●  バッテリ取付金具一式：バッテリボックス、バッテリホルダ（ねじ含む）   

●  上位伝送ケーブル ：RS-232C ケーブル接続用  

●  アタッチメント ：TOSCAM－B10,B11,RF14 リニューアル用壁面取付用アタッチメント  

（ボルト含む）  

●  アングル ：19 インチラックマウント取付用アングル（ねじ含む） 

 

4 消耗品 

プリンタ用サーマルロール紙・・・・・・・・・・・1 箱（10 巻） 

 

   サーマルロール紙 P-58-30（58mm/30m） 

 10 巻/1 箱 （三栄電機株式会社製） 

 

 

 

  

プリンタ用紙をご用命の際は、販売代理店までご連絡ください。 

 

メ モ
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5 保守サービス 

システム運用までの設定・調整作業は販売代理店までご相談ください。 

 

 

 

 

 

システムを運用して頂いている中で発生した不適合、及び耐用寿命*によりシステム・機器（パソコン、周

辺機器及び端末機器）の不適合が発生した場合、お客さまよりご連絡（電話、メール）を頂き、不適合

の回避策のご提案等をサポートさせて頂いております。また、状況によってはお客さまに直接ご訪問させて頂

き、障害の切り分け作業、修復作業を実施致します。 

 

 

 

 

保守サービス期間   製造終了後５年間 

保守価格 

・検収日より１年未満の場合…無償対応 
但し、次の場合を除きます。 

  (1)誤操作が原因の場合 
  (2)ご契約と異なる使用が原因の場合 
  (3)消耗部品 
  (4)地震、落雷、天災が原因の場合 

 
・検収日より１年経過の場合…有償対応 

都度、お見積対応（交換費用＋部品代＋諸経費） 

 

保守サービス期間中であっても、製品寿命*により機器（又は部品）修理品が無い
場合、又は高価な場合は、お客さまとご相談の上、新システムをご提案させて頂きます。 

 
 
 
 
 
 

作業内容とご報告について 
 

障害の切り分け作業について 
障害事象の把握を行い、速やかにその要因を究明し、障害発生箇所を明らかにし処理方法を決定し
ます。 

 
要因が弊社の責任範囲内の場合 ：本内容をご参照下さい 
要因が弊社の責任範囲外の場合 ：有償（調査点検費＋諸経費） 

 要因が不明の場合   ：「要因が責任範囲内の場合」と同等扱い 
 

修復作業について 
障害要因の除去や修復が出来ない場合、運用方法変更により間接的に障害回避を行います。 

 
障害対応の報告 

障害対応を実施させて頂いた場合、障害事象とその対処内容について報告させて頂きます。但し、
故障原因の解析などの調査と報告に関しては障害対応業務の範囲外とさせて頂きます。 

故障解析と報告が必要な場合は、内容・範囲・期間・費用・可能性等を、別途お客さまと協議さ
せて頂くこととします。 

製品寿命 

保守部品枯渇等により、保守継続が不可能となる時期のことを言います。 

耐用寿命 

使用年数経過とともにハードウェアの老朽化により故障率が増大し、お客さまのシステム要

求信頼度を満足しなくなる時期のことを言います。 

エンジニアリング・現地調整(システムの立ち上げ等)を実施するために、弊社 個人情報保護方

針に基づき個人情報を利用、または委託業者に提供する場合があります。エンジニアリング・現

地調整で利用した個人情報は検収後お客様に返却または弊社(委託業者)で削除します。詳

細は弊社ホームページ https://www.t2ms.co.jp/privacy.htm を参照してください。 

 

注 意

メ モ

メ モ
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ハードウェアの有寿命部品について 

各ハードウェアの有寿命部品は、定期的に交換することをお勧めします。 

 

本体装置、周辺機器、端末器 

 

本体装置、周辺機器、端末器の有寿命部品（バッテリ,ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ）の交換については、お客さまのご

依頼により、都度お見積対応とさせて頂きます。 

 

 

 

 
その他 

(1) 製品の不適合に起因して貴社が被った損害について当社が責任を負う場合であっても、当

社の故意または重過失がない限り、当社の責任は直接損害に限られるものとします。 

(2) 本仕様書の内容または定めの無い事項について疑義を生じた場合は、貴社と当社が友好的

に協議の上解決するものとします。 

交換作業中は、データ収集業務を停止します。 

停止期間中は、30 分毎の使用量は計測できません。 

交換作業は検針を行わない日時で実施してください。 注 意



  

１０ 

 

6 システム構成 

6.1 自動検針システムの構成 

自動検針装置 TOSCAM-B13 は、ビル、寮等に設置された電気・ガス・水道などの料金

取引にご利用いただける各種計量器の検針を自動的に行い、その検針結果をもとに料金計算

を行い料金表を作成します。この一連の機械処理により検針業務の効率化を図ることを目的と

しています。 

 

自動検針装置 TOSCAM-B13 を用いた自動検針システムは以下の機器で構成されます。 

 機器名 概要 

１ 自動検針装置 

(TOSCAM-B13) 

・タッチ操作パネル、サーマルプリンタ、電源部、および端子台で

構成されています。  

・タッチ操作パネルに計量値および設定内容等を表示し、指や

タッチペンで押すことにより手動検針等の操作を行います。  

・検針した結果はサーマルプリンタに印字することができます。 

２ 端末伝送器（注１） 

（RQ-TTEA、RQ-TTEB、RQ-

TTE、N-TTE） 

・計量器から発信されたパルスを積算計量する電子カウンタと電

子カウンタの値を自動検針装置本体に送出する伝送機能が

あります。 

３ SmaMe（通信機能付電力量計） 

（注２） 

・スマートメータ『SmaMe』（TypeH モデル、TypeM モデル、

TypeS モデル、TypeV モデルがあります。）（注３） 

４ 発信装置付計量器 

（注２） 

・電力量計、ガスメータ、水道メータ等があります。 

５ 管理者用 PC 

閲覧者用 PC 

・TOSCAM-B13 に搭載されている遠隔操作機能により、

LAN で接続されたパソコンで操作することができます。管理

者は本体での操作と同様の操作ができます（印字機能を除

く）。閲覧者は表示のみができます。 

６ 上位装置 

（オプション） 

・上位装置と接続用の RS-232C I/F を経由した回線にて

複数台の TOSCAM-B13 を上位装置にあたるコンピュータ

へ接続し検針データの収集、管理等を行うことができます。 

注１）本書の中では、端末伝送器については「TTE」と称します。  

注２）本書の中では、発信装置付計量器および SmaMe（通信機能付電力量計）を総じて「メータ」と称すこ

ともあります。  

注３）SmaMe は東光東芝メータシステムズ株式会社の登録商標です。  
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＜システム構成例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

M 

発信装置付計量器 

端末伝送回線（RS-485）4 回線 

上位伝送回線（RS-232C） 

TOSCAM-B13 本体 

上位装置 

（オプション） 

Ethernet 

管理者用 PC 

S
m

a
M

e
は

最
大

1
2
8

台
／

回
線

 

SmaMe TTE 

T
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回
線

 

TTE 

M 最
大

1
0

台
 

SmaMe 

S
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M
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E

混
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時
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最
大

接
続

台
数

は
左

下
表

参
線

 

TTE 

TTE 

TTE 

閲覧者用 PC 

（最大 5 台） 

メータは最大 128 台／回線 

接続する 
TTE 機器名 

SmaMe,TTE 混在時の１回線当たりの 
SmaMe 最大接続台数 

RQ-TTE、 
RQ-TTEA 

64台からRQ-TTE/RQ-TTEAの接続台数を
引いた台数 

RQ-TTEB 128 台から RQ-TTEB の接続台数 
を引いた台数 
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7 ハードウェア 

7.1 基本仕様  

検針盤本体 

項 目 仕 様 備 考 

名称 自動検針装置 TOSCAM-B13  

形名 RQ-B13  

動作電源 AC100V±10%,50/60Hz 共用  

消費電力 200VA 以下  

動作環境 
温度:0～45℃ 湿度:20～80%Rh（但し、結露なきこ

と） 
 

取付方法 
屋内壁面取付 又は 

ラックマウント取付（オプション） 

ラック取付寸法は JIS C6010

準拠 

塗装色 ベージュ色（日本塗料工業会  22-80C 半ツヤ） 
但 し , プ リ ン タ は 白 色

(PANTONE 5315) 

質量 
約 11kg（本体のみ）  

約 18kg（オプションを含んだ時の最大質量 ※ ） 

※本体、アングル、鉛蓄電池一

式、バッテリ取付金具一式 

電線取付穴 底面及び背面  

外形寸法 約 400(W)×400(H)×175(D)mm 
詳細は外形図を参照してくださ

い。 

停電補償時間  

（オプションのバッテリを

内蔵している場合） 

12 時間：TTE を 40 台使用した場合  

16 時間：TTE を 30 台使用した場合  

（条件：周囲温度 25℃、満充電、バッテリ初期状態） 

TTE への給電時間 

  

端末伝送器（TTE）動作用 バッテリキット 

項 目 仕 様 備 考 

名称 TOSCAM-B13 用バッテリキット 
停電時に端末伝送器でパルス

を受信する場合に使用します。 

停電補償時間 
16 時間: TTE を 30 台使用した場合 

1２時間: TTE を 40 台使用した場合 
 

電池充電時間 ４８時間  

電池種類 鉛蓄電池  

電池交換周期 約４年（20℃、20～80%） 
交換周期は環境により異なりま

す 

バッテリ質量 約 5kg  

付属品 バッテリ接続用ケーブル  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バッテリの寿命は使用温度条件などによって大きく変化します。使用環境温度によるバッテリ交換周

期の目安を示します。 

        使用環境温度 20℃ バッテリ交換周期 おおよそ４年  

        使用環境温度 25℃ バッテリ交換周期 おおよそ３年  

        使用環境温度 30℃ バッテリ交換周期 おおよそ２年  

●免責事項について 

バッテリの交換をおこなわず発生した事故について、装置・接続機器・ソフトウェアの異常・データの

喪失・故障に対す損害・その他二次的な損害を含むすべての損害の補償には応じかねます。 

注 意
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7.2 入出力仕様 
 

項 目 仕 様 備 考 

計測点数 最大 512 点 TTE のみの接続の場合は最大 400 点 

ID 番号 000～999  

端 末 通 信

回線 

回線数 4 回線 
TTE：最大 10 台／回線 

SmaMe：最大 128 台／回線 

通信方式 RS-485 準拠 
RQ-TTEA,RQ-TTEB,RQ-TTE,N-TTE と

通信できます 

通信距離 
TTE：最大 1km 

SmaMe：最大 500m 

本体から最終端の TTE または SmaMe まで

の間 

上位伝送 通信方式 

RS-232C 準拠 

パソコン等の上位装置へのデータ伝送用 

Ethernet（100Base-TX） 

表示 

操作部 
10.1 インチ 

タッチパネル付液晶 
800✕600 画素 

ランプ LED 表示（AC 電源、端末電源）  

プリンタ 

印字方式 サーマルラインドット方式 ※１ 

印字文字数 16 文字／行  

用紙幅 58mm  

時計 

誤差 日差±2 秒以内（25℃）  

停電補償時間 48 時間（現在時刻を保持）  

警報出力 

出力方式 
無電圧接点 1 回路 

DC24V,1A 
 

出力条件 
・電池電圧低下 

・プリンタ異常 
 

USB USB2.0×1 Type A(メス) 
・データ保存/設定パラメータ読込用 
・USB 出力電流 0.5A 以上 

※１ プリンタの印字用紙 

サーマルロール紙 P-58-30（58mm/30m）10 巻/1 箱 （三栄電機株式会社製） 
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8 ソフトウェア 

 

8.1 一般仕様 

 

項 目 仕 様 

検針メータ登録数 
512 点（電文メータ使用時） 

400 点（端末伝送器使用時） 

メータ種別 20 種別 

入居者登録数 512 入居者 

入居者設定メータ数 20 メータ 

検針方法 ｵﾍﾟﾚｰﾀの操作又は自動(毎月、奇数月、偶数月の指定された日時にメータ種別ごとに検針) 

乗率 0.01～100.00 

印字内容 詳細は印字例参照してください。 

料金計算式 

 

a.今回使用量が基本使用量以下の場合(X≦P1) 

  料金 ＝ 基本料金:P0 

b.今回使用量が単価変更使用量以下の場合(P1＜X≦P3) 

  料金 ＝ 基本料金:P0＋((今回使用量－基本使用量:P1)×単価 1:P2 ) 

c.今回使用量が単価変更使用量を超えている場合(P3＜X≦P5) 

  料金 ＝ 基本料金:P0＋((単価変更使用量:P3－基本使用量:P1)×単価 1:P2) 

       ＋ (今回使用量－単価変更使用量:P3)×単価 2:P4) 

d.今回使用量が単価変更使用量 2 を超えている場合(P5＜X) 

  料金 ＝ 基本料金:P0＋((単価変更使用量:P3－基本使用量:P1)×単価 1:P2) 

       ＋ (単価変更使用量 2:P5－単価変更使用量:P3)×単価 2:P4) 

       ＋ (今回使用量－単価変更使用量 2:P5)×単価 3:P6) 

※単価変更使用量 2 が設定されていない場合は d の条件判定を行わない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本料金 

P0 

料金 Y 

使用量 X 

単価 1 

P2 

単価 3 

P6 

P1 

基本使用量 

P3 

単価変更使用量 

P5 

単価変更使用量 2 

単価 2 

P4 
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8.2 操作フロー（検針盤本体） 

  

メータ種別毎に使用量・料金表の印字を行います 

特定のメータの使用量・料金表の印字を行います 

読取種別を選択する 

（読取は検針データとして更新されません） 

特定のメータの読取を行います 

印字種別を選択します 

全メータの使用量・料金表の印字を行います 

入居者毎に使用量・料金表の印字を行います 

メータを交換した時に、交換したメータのみ検針します 

全メータ読取を行います 

入居者毎に読取を行います 

メータ種別毎に読取を行います 

全てのメータの検針を行います 

入居者毎に検針を行います 

メータ種別毎に検針を行います 

特定のメータの検針を行います 

初期化処理の進捗状況等を表示します 

画面ロックを解除するパスワードを入力します 

機能を選択します 

検針種別を選択します 

印字メニュー 

読取メニュー 

検針メニュー 

入居者別検針 

起動画面 

パスワード入力 

メインメニュー 

全メータ検針 

メータ種別検針 

個別メータ検針 

メータ交換検針 

入居者別読取 

全メータ読取 

メータ種別読取 

個別メータ読取 

入居者別印字 

全メータ印字 

メータ種別印字 

個別メータ印字 
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パソコン用上位通信の設定をします 

オプションのバッテリ交換日付設定と 

バッテリチェックを行います 

遠隔操作で使用する閲覧者を設定します 

管理者設定します 

検針後に検針データの自動更新許可／禁止を設定します 

異常時に警報接点の出力設定を行います 

パラメータ・検針・ロギングデータ読込を行います 

プリンタの印字濃度を設定します 

メータの種別設定（電気、水道、ガスなど）を行います 

メータの設定（乗率、アドレスなど）を行います 

入居者の設定を行います 

印字表題の設定を行います 

ソフトウェアのバージョン情報を表示します 

設定種別を選択する 

ネットワーク上にある時計サーバー（ＮＴＰサーバ）の 

IP アドレスの設定または手動で時刻設定をします。 

システム設定種別を選択する 

起動、エラー等のログを表示する 

線式・積算方式・パルスの重み・カウンタ値の 

設定をします 
 

 
検針値の確認と今回検針値・前回検針値の 
設定をします 

保守種別を選択します 

管理者設定 

ﾒｰﾀ種別設定 

メータ設定 

入居者設定 

印字表題設定 

自動更新許可 
設定 

警報出力設定 

設定読込 

印字濃度設定 

通信設定 

バッテリ設定 

ｸﾗｲｱﾝﾄ設定 

バージョン情報 

設定メニュー 

時刻設定 

システム設定 

画面清掃 

保守メニュー 

ログ表示 

ＴＴＥ保守 

画面清掃を行うための画面 

パラメータ・検針データをＵＳＢに出力します 

 
 

検針値設定・確認画面 

ファイル出力 
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8.3 画面共通仕様 

 

 ＜画面の構成＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 内容 

ﾀｲﾄﾙ 現在表示中の画面のﾀｲﾄﾙを左上に表示します。 

ﾎﾞﾀﾝ お客さまが操作することのできるボタンです。 

時計 現在の本体時計を右上に表示します。 

通信状態表示 

通信状態を右下に表示します。 

L0、L１、L２、L３、U1：通信時にパネルの色が緑色で点灯します。 

L0：回線０、L1：回線１、L2：回線２、L３：回線３ 

プリンタ警報 
プリンタ警報の発生状態を左下に「プリンタ異常」が点滅表示されます。 

プリンタの紙切れ時に警報を発生 

バッテリ警報 
バッテリ異常の発生状態を左下に点滅表示されます 

バッテリ電圧低下が発生している時：「電池電圧低下」 

 

 ＜画面消灯＞ 
何も操作せずに 5 分間経過した場合は処理を中止して画面をメインメニューに戻し表示を消

灯します。 
ただし、『定時検針画面』『ダウンロード画面』においては、画面をメインメニューに戻さず、処理は

継続し表示を消灯します。 
 
 
 ＜バッテリ交換警告印字＞ 

バッテリ交換推奨時期が近づいた場合(交換推奨日の7 か月前)、検針・読取・印字での帳票
出力処理後にバッテリ交換警告印字を行ないます。(バッテリの推奨交換時期=4 年) 

 

 

  

タイトル 

時計 

通信状態表示 

ボタン 

プリンタ警報 バッテリ警報 

文字ｻｲｽﾞ等,画面ﾚｲｱｳﾄは実際の画面と異なります。(以下同じ) 
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8.4 検針機能 
自動検針装置には、『定時検針機能』及び『手動検針機能』があります。お客さまの運用に応じて、最適

な検針方法を選択してください。 

 

8.4.1 定時検針機能 

 

予め指定した日時に定時検針を自動的に行います。 
定時検針時刻に達した時に、定時検針画面に移行し定時検針処理を行います。定時検針終了後は、

画面を自動消灯します。 
 

 

＜定時検針＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 定時検針は、メータ種別毎に検針日を設定する必要があります。 

・ 定時検針日時が『設定なし』の場合は、定時検針処理は行いません。 

「手動検針のみ」となります。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

メ モ

定時検針設定は、自動検針装置のタッチパネルか LAN で接続された Windows

パソコンで行います 

注 意

 

メ モ

次の動作時は、定時検針は行いません。 

・ 手動検針のデータ更新中 

・ 検針値設定のデータ更新中 

・ パラメータダウンロードのデータ更新中 

・ 停電中または本体リセット処理中 

 上記以外の場合は、操作・通信・印字を中止して定時検針を実施します。 
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8.4.2 手動検針機能 

 

 手動検針は、自動検針装置の本体タッチパネルの画面操作により実施します。 

 

 ＜検針メニュー＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 手動検針には、次の方法があります。 

 

検針種別 内容 

全メータ検針 検針可能な全メータを検針します。 

入居者別検針 特定入居者のメータを検針します。 

メータ種別検針 指定した種別のメータを検針します。 

個別メータ検針 指定したメータを検針します。 

メータ交換検針 検定満期などでメータを交換する必要がある場合に使用します。 

戻る メインメニュー画面を表示します。 

検針終了後、使用量表および料金表を印字します。また、印字の有無はメータごとに予め設定します。 
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8.4.3 2 度検針防止機能 

 ＜連続検針禁止機能＞ 

手動による全メータ検針およびメータ種別検針は、1 日 1 回しかできません。なお、検針を 2 度

実施した場合は、メッセージを表示し検針業務を中止します。 

 

 

 

 

8.4.4 計算処理 

 ＜指針値の考え方＞ 

「指針値」：検針値＊にメータ毎に登録されている乗率(0.01～100)を乗じて、小数点以下を

切捨てた数値 
＊検針値は端末機器から収集した計数値です。 

 

 ＜指針値の 1 回転処理＞ 

  下記条件において 1 回転処理を実施します。 

   今回指針値 ＜ 前回指針値の場合 

 

 ＜増減率＞ 

  計算した使用量をもとに増減率を計算します。増減率は、使用量一覧表に印字します。 

   増減率(%)=((今回使用量―前回使用量)/前回使用量×100 

 

  印字条件 

条件 印字 

増減率が 10000(%)未満 計算結果を印字 

今回使用量または前回使用量が検針ｴﾗｰの場合 スペース（空白） 

増減率が 10000(%)以上 ＊＊＊＊ 

今回、前回使用量がともに 0 ０ 

前回使用量が 0 で今回使用量が 0 以外 ＊＊＊＊ 

 

 ＜合計計算＞ 

入居者別、メータ種別合計印字時の合計計算は以下のとおり。 

使用量合計 ：各メータ種別合計の今回使用量を合計 

料金合計 ：各メータ種別合計の料金の少数以下を切り捨てて合計 

 

  

誤操作を防止するために『2 度検針防止機能』を標準搭載しています。 
連続して検針を 2 度実施すると、(今回指針値)-(前回指針値)の正規計算処
理を 2 回実施するため、2 回目の計算結果で今回使用量≒０で確定するため。 

 

メ モ
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8.5 読取 

検針を実施する前の予備検針や、個々のメータとの通信確認を実施するために、読取機能を搭載してい

ます。 

  読取で収集したデータは更新されません。 

 

 ＜読取メニュー＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 読取メニューには、次の方法があります。 

検針種別 内容 

全メータ読取 検針可能な全メータを読取ります。 

入居者別読取 特定入居者のメータを読取ります。 

メータ種別読取 指定した種別のメータを読取ります。 

個別メータ読取 指定したメータを読取ります。 

戻る メインメニュー画面を表示します。 

検針終了後、使用量表を印字します。また、印字の有無はメータごとに予め設定します。 
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8.6 印字 

 

 検針後確定したデータの使用量、料金表を再度印字します。 

 

 ＜印字メニュー＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 内容 

全メータ印字 全メータ印字画面に移行します。 

入居者別印字 入居者別印字画面に移行します。 

メータ種別印字 メータ種別印字画面に移行します。 

個別メータ印字 個別メータ印字画面に移行します。 

戻る ﾒｲﾝﾒﾆｭｰに戻ります。 

 

 

 

 

  

定時検針、手動検針終了後はデータの計算処理を行ないます。従って、検針終了後は最新データに更新

されますので予めご承知ください。 

 注 意
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8.7 保守 

 

 自動検針装置と端末伝送器に関する保守機能を確認します。 

 

 ＜保守メニュー＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 内容 

ﾛｸﾞ表示 ｼｽﾃﾑｴﾗｰなどのﾛｸﾞ内容を表示します。 

TTE 保守 端末伝送器(TTE)のﾒﾝﾃﾅﾝｽに利用します。 

検針値設定・確認 全てのメータの検針値の一覧表示や検針値の設定、印字します。 

画面清掃 画面を清掃する際に利用します。 

ファイル出力 
検針データ等の CSV ファイルを本体に接続した USB メモリ（オプション）

に出力します。 

バージョン情報 ソフトウェアのバージョン情報を表示します。 

戻る ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ画面に戻ります。 
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8.8 設定 

 

 本体装置に関する各種機能を設定します。 

 

 ＜設定メニュー＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 内容 

時刻設定 本体の時刻を設定します。 

システム設定 本体システムを設定します。 

印字濃度設定 プリンタの印字濃度を調整します。 

通信設定 上位伝送に関するﾊﾟﾗメータを設定します。 

バッテリ設定 バッテリの交換日時を設定します。 

ｸﾗｲｱﾝﾄ設定 遠隔操作で使用する閲覧者を設定します。 

管理者設定 管理者設定ボタンを押すと、管理者設定画面を表示します。 

戻る ﾒｲﾝﾒﾆｭｰに戻ります。 
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9 遠隔操作機能 

本機能は、自動検針装置（TOSCAM-B13）本体と LAN 回線にて接続されている Windows11 の PC に遠隔

操作アプリケーションソフトウェアをインストールして使用します。（遠隔操作アプリケーションソフトウェアの入手につきましては巻末

のお問い合わせ先までご連絡ください。） 

遠隔操作機能は管理者と閲覧ユーザに分かれます。管理者は本体操作機能を有し（本体印字機能を除く）かつ

閲覧ユーザ機能を有します。閲覧ユーザは表示操作及び TSV ファイル取得のみとします。 

本体と遠隔操作からの同時操作（検針・保守・設定）を避けるために遠隔操作で管理者がログイン中は

TOSCAM-B1３本体での操作はできません。また、TOSCAM-B1３本体で操作中は遠隔操作でログインすることはで

きません。 

 

 

    

 

遠隔操作機能使用イメージ  

管理者PC

閲覧ユーザ1PC

閲覧ユーザ2PC

閲覧ユーザ3PC

閲覧ユーザ4PC

閲覧ユーザ5PC

LAN

LAN

LAN

LAN

LAN

LAN

HUB

TOSCAM-B13本体

遠隔操作機能は Windows10,Windows11 で動作検証をしております。 

 
 注 意
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9.1 遠隔操作画面構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理者は全ての項目を実行可能です。閲覧者でログインすると、白抜き文字の個所のみ実行できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ログイン 

全メータ検針 

入居者別検針 

メータ種別検針 

読取 

ログ表示 

TTE 保守 

検針値確認・設定 

バージョン情報 

時刻設定 

パラメータ設定 

ログインします。 

 

検針種別を選択します。 

 
検針機能（全メータ）を行います。 

 検針機能（入居者別）を行います。 

 

読取種別を選択します。 

 

検針機能（メータ種別）を行います。 

 

ログ表示機能を実行します。 

 
ＴＴＥ保守機能を行います。 

 
検針値確認・保守を行います。 

 
バージョン情報表示を行います。 

 
時刻設定機能を行います。 

 
パラメータ設定を行います。 

個別メータ検針 検針機能（個別メータ）を行います。 

 

全メータ読取 

入居者別読取 

メータ種別読取 

個別メータ読取 

読取機能（全メータ）を行います。 

 
読取機能（入居者別）を行います。 

 
読取機能（メータ種別）を行います。 

 
読取機能（個別メータ）を行います。 

 

検針 

メータ交換検針 メータ交換検針を行います。 

検針帳票 

日報 

月報 

年報 

検針帳票機能を行います。 

日報機能を行います。 

月報機能を行います。 

年報機能を行います。 
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10 ファイルフォーマット 

検針盤では検針データと 30 分使用量値が CSV 形式（TAB 区切り）のファイルで出力出来ます。 

検針盤本体に USB メモリを取付けて、USB メモリに直接ファイルを保存することが出来ます。 

10.1 検針値データベーステキストファイル仕様 

ファイル名： YYYY_MM_DD_HH_Ken.csv 

YYYY :検針日時(年) 

MM :検針日時(月) 

DD :検針日時(日) 

HH :検針日時(時) 

検針データは入居者、種別名のレコード順位とします。 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ No ﾍｯﾀﾞｰ名 最大文字長 備 考 

１ 記号  4 入居者の識別記号 

２ 入居者名  20  

３ ﾒｰﾀ種別  10 メータ種別名 

４ 単位 10 単位名称 

５ ﾒｰﾀ No 3 メータリスト番号(1～512) 

６ ﾃﾞﾊﾞｲｽ名 10 デバイス名称 

７ ID/ｱﾄﾞﾚｽ 12 

SmaMe5 桁、SmaMe4 桁：回線-ID 

TTE2400,TTE9600：回線番号+機器アドレス+

メータアドレス 

８ 乗率 6 メータ乗率(0.01～100.00) 

９ 前回検針日 16 YYYY/MM/DD hh:mm 

１０ 今回検針日 16 YYYY/MM/DD hh:mm 

１１ 前回指針値 ※1 8 整数値のみ 

１２ 今回指針値 ※1 8 整数値のみ 

１３ 前回使用量 ※1 8 整数値のみ 

１４ 今回使用量 ※1 8 整数値のみ 

１５ 増減率 5 ±XXXX（＋のときは符号なし） 

１６ 金額 9 整数値のみ 

 CR+LF 2  
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10.2 （使用量）テーブルテキストファイル仕様 

ファイル名：Actual_YYYY_MM_DD.csv  

ﾌｨｰﾙﾄﾞ No ﾍｯﾀﾞｰ名 最大文字長 備 考 

１ No 3 1～512 

２ 日付 10 YYYY/MM/DD 

３ ﾒｰﾀ No 3 1～512 

４ ﾃﾞﾊﾞｲｽ名 20  

５ ﾒｰﾀ種別番号 2 1～20 

６ ﾒｰﾀ種別 10  

７ 単位 10  

８ 乗率 6 0.01～100.00 

９ 記号 4  

１０ 入居者名 20  

１１ 00:00-00:30 使用量 ※1 8  

１２ 00:30-01:00 使用量 ※1 8  

１３ 01:00-01:30 使用量 ※1 8  

 

～ 

 

５７ 23:00-23:30 使用量 ※1 8  

５８ 23:30-00:00 使用量 ※1 8  

 CR+LF 2  

ファイルサイズ（ﾍｯﾀﾞｰ除く） 270,848Bytes [470(文字数)+57(区切り)+2(改行)]x512(メータ) 
※1 通信エラーなどで 30 分データが無い場合、使用量は空文字となります。 

 

10.3 日合計テーブルテキストファイル仕様 

ファイル名：Mon_Actual_YYYY_MM.csv または Mon_Actual_YYYY_MM.tsv 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ No ﾍｯﾀﾞｰ名 最大文字長 備 考 

1 No 3 1～512 

2 日付 7 YYYY/MM 

3 ﾒｰﾀ No 3 1～512 

4 ﾃﾞﾊﾞｲｽ名 20   

5 ﾒｰﾀ種別番号 2 1～20 

6 ﾒｰﾀ種別 10  

7 単位 10  

8 乗率 6 0.01～100.00 

9 記号 4  

10 入居者名 20  

11 1 日使用量 9  

12 2 日使用量 9  

13 3 日使用量 9  

 

～ 

 

40 30 日使用量 9  

41 31 日使用量 9  

42 月使用量 12  

 CR+LF 2  

ファイルサイズ（ﾍｯﾀﾞｰ除く） 229,376Bytes [405(文字数)+41(区切り)+2(改行)]x512(メータ) 
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10.4 設定データファイル（システムテーブル） 

ファイル名：System.tsv 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ No ﾍｯﾀﾞｰ名 最大文字長 備 考 

１ No 1 １レコードのみ 

２ 表題名 1 32  

３ 表題名 2 32  

４ UserID 16 英数字のみ 

５ UserPass 16 英数字のみ 

６ 時刻修正 1 1:NTP サーバで補正する 0:補正しない 

７ NTP ｻｰﾊﾞ P4_1 15 XXX.XXX.XXX.XXX 

８ NTP ｻｰﾊﾞ P4_2 15 XXX.XXX.XXX.XXX 

９ NTP ｻｰﾊﾞ MSK_1 15 XXX.XXX.XXX.XXX 

１０ NTP ｻｰﾊﾞ MSK_2 15 XXX.XXX.XXX.XXX 

１１ 閲覧者 ID_1 16 英数字のみ 

１２ 閲覧者 ID_2 16 英数字のみ 

１３ 閲覧者 ID_3 16 英数字のみ 

１４ 閲覧者 ID_4 16 英数字のみ 

１５ 閲覧者 ID_5 16 英数字のみ 

１６ 閲覧者 Pass_1 16 英数字のみ 

１７ 閲覧者 Pass_2 16 英数字のみ 

１８ 閲覧者 Pass_3 16 英数字のみ 

１９ 閲覧者 Pass_4 16 英数字のみ 

２０ 閲覧者 Pass_5 16 英数字のみ 

２１ 本体異常警報出力 1 1:出力する 0:出力しない（０固定） 

２２ ﾌﾟﾘﾝﾀ異常警報出力 1 1:出力する 0:出力しない 

２３ バッテリ異常警報出力 1 1:出力する 0:出力しない 

２４ 予備 1 （将来用） 

２５ ブザー鳴動 1 （将来用） 

２６ 上位伝送ﾓｰﾄﾞ 1 1:LS 収集する 0:LS 収集しない 

２７ 上位伝送速度 1 0:4800bps 1:9600bps 2:19200bps 

２８ 上位通信用 ID 3 数値のみ 

２９ 本体 IP 15 XXX.XXX.XXX.XXX 

３０ 本体 Mask 15 XXX.XXX.XXX.XXX 

３１ Def_Gate 15 XXX.XXX.XXX.XXX 

３２ バッテリ有無 1 1:バッテリ有 0:バッテリなし 

３３ 閲覧者 1 許可 1 1:許可 0:許可しない 

３４ 閲覧者 2 許可 1 1:許可 0:許可しない 

３５ 閲覧者 3 許可 1 1:許可 0:許可しない 

３６ 閲覧者 4 許可 1 1:許可 0:許可しない 

３７ 閲覧者 5 許可 1 1:許可 0:許可しない 

３８ 全ﾒｰﾀ検針自動更新許可 1 1:許可 0:許可しない 

３９ 入居者別検針自動更新許可 1 1:許可 0:許可しない 

４０ ﾒｰﾀ種別検針自動更新許可 1 1:許可 0:許可しない 

４１ 個別ﾒｰﾀ検針自動更新許可 1 1:許可 0:許可しない 

４２ 全ﾒｰﾀ検針自動印字許可 1 （将来用） 

４３ 入居者別検針自動印字許可 1 （将来用） 

４４ ﾒｰﾀ種別検針自動印字許可 1 （将来用） 

４５ 個別ﾒｰﾀ検針自動印字許可 1 （将来用） 

 CR+LF 2  
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10.5 ・設定データファイル（メータ種別テーブル） 

ファイル名： Meter_Kind.tsv 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ No ﾍｯﾀﾞｰ名 最大文字長 備 考 

１ No 3 20 レコード 

２ 登録区分 1 1:登録 0:未登録 

３ ﾒｰﾀ種別 10  

４ 単位 10  

５ 定時検針(月) 1 
0:定時検針対象外 1:毎月検針 

2:奇数月検針 3:偶数月検針 

６ 定時検針(日) 2 01～31 

７ 定時検針(時) 2 00～23 

８ 基本料金 8 0～99999.99 

９ 基本使用量 5 0～99999 

１０ 単価 1 8 0～99999.99 

１１ 単価変更使用量 5 0～99999 

１２ 単価 2 8 0～99999.99 

１３ 単価変更使用量 2 5 0～99999 

１４ 単価 3 8 0～99999.99 

 CR+LF 2  

 
10.6 ・設定データファイル（メータテーブル） 

ファイル名： Meter.tsv 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ No ﾍｯﾀﾞｰ名 最大文字長 備 考 

１ No 3 512 レコード 

２ 登録区分 1 1:登録 0:未登録 

３ ﾃﾞﾊﾞｲｽ名 10  

４ ﾒｰﾀ種別 2 1～20(ﾒｰﾀ種別 No) 

５ 接続ﾒｰﾀ 1 
0:なし 1:SmaMe4 桁 2:SmaMe5 桁 

3:TTE9600 4:TTE2400 

６ 乗率 6 0.01～100.00 

７ 製造番号/ID 10  

８ ﾒｰﾀ設置日 10 YYYY/MM/DD 

９ 回線 1 0～3 

１０ 機器ｱﾄﾞﾚｽ 2 

0～99（接続ﾒｰﾀが SmaMe5 桁、SmaMe4 桁：S ｱ

ﾄﾞﾚｽ 0 は上位通信対象外） 

0～9（接続メータが TTE9600、TTE2400：機器ｱﾄﾞ

ﾚｽ） 

１１ ﾒｰﾀｱﾄﾞﾚｽ 1 
0～9（接続メータがなし、SmaMe5 桁、SmaMe4 桁

は 0） 

１２ 入居者 No 3  

１３ 料金印字許可 1 1:印字する 0:印字しない 

１４ 使用量印字許可 1 1:印字する 0:印字しない 

１５ 検針許可 1 1:検針する 0:検針しない 

 CR+LF 2  
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10.7 ・設定データファイル（入居者テーブル） 

ファイル名：User.tsv 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ No ﾍｯﾀﾞｰ名 最大文字長 備 考 

１ No 3 512 レコード 

２ 登録区分 1 1:検針する 0:検針しない 

３ 記号 4 半角英数文字のみ 

４ 入居者名 20  

 CR+LF 2  

 
10.8 ・ログデータファイル 

ファイル名：YYYY_MM_DD_HH_NN_SS_Alm.tsv  

（YYYYMMDDHHNNSS : ファイル作成日時） 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ No ﾍｯﾀﾞｰ名 最大文字長 備 考 

１ No 4 リスト No(１～1000) 

２ ﾛｸﾞ発生日時 16 YYYY/MM/DD HH:NN 

３ ｺｰﾄﾞ 3  

４ 詳細ｺｰﾄﾞ 5  

５ 内容 20  

 CR+LF 2  

 
10.9 ・指針値データファイル 

ファイル名：Kensin.tsv 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ No ﾍｯﾀﾞｰ名 最大文字長 備 考 

１ No 3 512 レコード 

２ 今回指針値 ※1 8 整数値のみ 

３ 前回指針値 ※1 8 整数値のみ 

 CR+LF 2  

  ※1 通信エラーなどで検針データが無い場合、指針値は「-1」となります。 
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11 上位通信機能 

本機能は、自動検針装置（TOSCAM-B13）本体のデータをパソコンなどで収集するためのデータ入出

力機能です。 

本装置の検針機能及びデータバッファリング機能を利用し、『伝送制御装置』として大規模自動検針シス

テム（TOSCAM-B20/S:弊社システム）等にご利用できます。 

上位通信機能をご使用される場合は巻末のお問い合わせ先までお問い合わせください。 
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12 帳票印字例 

 

12.1 全メータ使用量表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎入居者別、メータ種別、個別メータ、保留メータの使用量表もﾀｲﾄﾙなどを除き同仕様で印字します。 

******  T2MS 管理   ****** 

自動検針システム TOSCAM-B13      

 使用量一覧表（全メータ） 

 YYYY 年 MM 月 DD 日 HH 時 MM分検針 

 

 

┏━━━━━━━━━━━━━━┓ 

┃入居者  T2MS 不動産          ┃ 

┃              (記号 A000)┃ 

┣━━━━━━━━━━━━━━┫ 

┃メータ種別 電気        ┃ 

┃(ID/ｱﾄﾞﾚｽ  1-SBB0123456)   ┃ 

┃              ┃ 

┃指針値      ３１１４２┃ 

┃今回使用量      ４６１┃ 

┃前回使用量      ４５０┃ 

┃増減率         ２％┃ 

┣━━━━━━━━━━━━━━┫ 

┃メータ種別名 ガス       ┃ 

┃(ID/ｱﾄﾞﾚｽ          0-0-0)  ┃ 

┃                ┃ 

┃指針値      １２００４ ┃ 

 

┏━━━━━━━━━━━━━━┓ 

┃メータ種別合計使用量    ┃ 

┣━━━━━━━━━━━━━━┫ 

┃メータ種別名 電気      ┃ 

┃         (種別番号 1)┃ 

┃              ┃ 

┃ メータ台数      ２ ┃ 

┃ 合計使用量         967 ┃ 

┣━━━━━━━━━━━━━━┫ 

┃メータ種別名 ガス      ┃ 

┃         (種別番号 2)┃ 

┃              ┃ 

┃ メータ台数      ２ ┃ 

┃ 合計使用量         976 ┃ 

┣━━━━━━━━━━━━━━┫ 

┃メータ種別名 水道      ┃ 

┃         (種別番号 3)┃ 

 

 

******  T2MS 管理   ****** 

自動検針システム TOSCAM-B13      

使用量一覧表（全メータ） 

YYYY 年 MM 月 DD 日 HH 時 MM 分検針 

        印字終了しました 

印字表題 1 

印字表題 2 

ﾀｲﾄﾙ 

検針日時 

 

 

 

入居者名称(20 バイト文字列) 

入居者の認識番号(全角 4 桁) 

 

メータ種別名称(20 種別) 

回線番号+TTE ｱﾄﾞﾚｽ+メータﾄﾞﾚｽ 

 

今回検針値の指針値(検針ｴﾗｰ時はｽﾍﾟｰｽ) 

『今回指針値』-『前回指針値』の結果 

『前回指針値』-『前々回指針値』の結果 

増減率の計算結果 

   

今回,前回使用量 

ｴﾗｰ⇒ｽﾍﾟｰｽ 、 ｵｰﾊﾞｰﾌﾛ⇒“******” 

  増減率 

今回又は前回がｴﾗｰ⇒ｽﾍﾟｰｽ 

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ又は前回=0,今回≠0⇒“****” 

   

ﾀｲﾄﾙ 

 

メータ種別名称 

メータ種別名称の種別番号 

 

同種別のメータ台数 

同種別の今回使用量の合計(検針及び使用量印字許可のメー

タ) 

 

  合計使用量 

    ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ⇒“*********” 

    使用量にｴﾗｰメータ有り⇒合計値を“( )”で囲み印字 

 

 

 

 

 

 

 

印字表題 1 

印字表題 2 

ﾀｲﾄﾙ 

検針日時 

終了ﾒｯｾｰｼﾞ 

 

  検針及び使用量の印字許可のみ集計印字 

  入居者別使用量印字 

印字するメータのない入居者は印字を行わない 

  メータ種別別使用量印字 

印字するメータのない種別は印字を行わない 

メ
ー
タ
種
別
別
使
用
量
印
字 

入
居
者
別
使
用
量
印
字 
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12.2 全メータ料金印字 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎入居者別、メータ種別、個別メータ、保留メータの料金表もﾀｲﾄﾙ等を除き同仕様で印字します。 

******  T2MS 管理   ****** 

自動検針システム TOSCAM-B13      

 料金一覧表（全メータ） 

 YYYY 年 MM 月 DD 日 HH 時 MM分検針 

 

 

┏━━━━━━━━━━━━━━┓ 

┃入居者 ハンバーガーA       ┃ 

┃              (記号 A000)┃ 

┣━━━━━━━━━━━━━━┫ 

┃メータ種別 電気        ┃ 

┃(ID/ｱﾄﾞﾚｽ  1-SBB0123456)   ┃ 

┃              ┃ 

┃今回指針値    ３１１４２┃ 

┃前回指針値    ３０６８１┃ 

┃使用量        ４６１┃ 

┃料金       ２，０００┃ 

┣━━━━━━━━━━━━━━┫ 

┃メータ種別名 ガス      ┃ 

┃(ID/ｱﾄﾞﾚｽ          0-0-0)  ┃ 

┃              ┃ 

 

 

┏━━━━━━━━━━━━━━┓ 

┃メータ種別合計料金      ┃ 

┣━━━━━━━━━━━━━━┫ 

┃メータ種別 電気        ┃ 

┃        (種別番号 １)┃ 

┃              ┃ 

┃ メータ台数      ２ ┃ 

┃ 合計使用量         967 ┃ 

┃ 合計料金        \4,000 ┃ 

┣━━━━━━━━━━━━━━┫ 

┃メータ種別名 ガス      ┃ 

┃        (種別番号 ２)┃ 

┃              ┃ 

┃ メータ台数      ２ ┃ 

┃ 合計使用量         976 ┃ 

┃ 合計料金        \5,000 ┃ 

┣━━━━━━━━━━━━━━┫ 

┃メータ種別名 水道      ┃ 

┃      （種別番号 ３）┃ 

┃              ┃ 

┃ メータ台数      １ ┃ 

 

******  T2MS 管理   ****** 

自動検針システム TOSCAM-B13      

 料金一覧表（全メータ） 

 YYYY 年 MM 月 DD 日 HH 時 MM分検針 

        印字終了しました 

メ
ー
タ
種
別
別
料
金
量
印
字 

入
居
者
別
料
金
印
字 

印字表題 1 

印字表題 2 

ﾀｲﾄﾙ 

検針日時 

 

 

 

入居者名称(20 バイト文字列) 

入居者の認識番号(全角 4 桁) 

 

メータ種別名称(２0 種別) 

回線番号+TTE ｱﾄﾞﾚｽ+メータﾄﾞﾚｽ 

 

今回の指針値(検針ｴﾗｰ時はｽﾍﾟｰｽ) 

前回の指針値(検針ｴﾗｰ時はｽﾍﾟｰｽ) 

『前回指針値』-『前々回指針値』の結果 

料金の計算結果 

   

今回使用量 

ｴﾗｰ⇒ｽﾍﾟｰｽ 、 ｵｰﾊﾞｰﾌﾛ⇒“******” 

  料金 

今回がｴﾗｰ⇒“\+ｽﾍﾟｰｽ” 

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ ⇒“￥***,***,***” 

   

ﾀｲﾄﾙ 

 

メータ種別名称 

メータ種別名称の種別番号 

 

同種別のメータ台数 

同種別の今回使用量の合計(検針及び使用量印字許可のメー

タ) 

同種別の料金の合計 

  

 合計使用量 

    ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ⇒“*********” 

    使用量にｴﾗｰメータ有り⇒合計値を”( )”で囲み印字 

  合計料金 

今回がｴﾗｰ⇒“\+ｽﾍﾟｰｽ” 

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ ⇒“￥***,***,***” 

 

 

 

 

 

 

印字表題 1 

印字表題 2 

ﾀｲﾄﾙ 

検針日時 

終了ﾒｯｾｰｼﾞ 

 

検針及び使用量の印字許可のみ集計印字 

  入居者別使用量印字 

印字するメータのない入居者は印字を行わない 

  メータ種別別使用量印字 

印字するメータのない種別は印字を行わない 



  

３５ 

 

12.3 端末伝送器（TTE）から取得した設定内容の印字 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12.4 登録メータ種別一覧表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

回線０  ＴＴＥ機器アドレス０ 

動作モード一覧表 

 

┏━━━━━━━━━━━━━━┓ 

┃メータ０          ┃ 

┃              ┃ 

┃ メータ接続  ３線    ┃ 

┃ 積算方法   パルス積算 ┃ 

┃ パルスの重み １Pulse  ┃ 

┣━━━━━━━━━━━━━━┫ 

┃メータ１          ┃ 

┃              ┃ 

回線番号（0～3）、TTE ｱﾄﾞﾚｽ（0～9） 

ﾀｲﾄﾙ 

 

 

メータドレス（０～9） 

 

2 線低速/3 線/2 線高速 

パルス積算/ON 時間積算 

1 パルス/0.5 パルス 

 

   アドレスに“＃”を指定した場合は、0～9 の 

   全てを印字 

種別設定一覧表 

 

┏━━━━━━━━━━━━━━┓ 

┃登録区分    登録    ┃ 

┃メータ種別番号  １    ┃ 

┃メータ種別   電灯      ┃ 

┃基本料金        2000.00┃ 

┃基本使用量          1000┃ 

┃単価１           10.01┃ 

┃単価変更使用量１       5000┃ 

┃単価２           20.01┃ 

┃単価変更使用量２       6000┃ 

┃単価３           30.01┃ 

┃定時検針   毎月 1 日 1時  ┃ 

┣━━━━━━━━━━━━━━┫ 

┃登録区分    登録    ┃ 

┃メータ種別番号  ２    ┃ 

┃メータ種別   動力      ┃ 

┃基本料金        2500.00┃ 

┃基本使用量          1100┃ 

┃単価１           10.02┃ 

┃単価変更使用量１       5100┃ 

┃単価２           20.02┃ 

┃単価変更使用量２       6100┃ 

┃単価３           30.02┃ 

┃定時検針   毎月 1日 1 時   ┃ 

┣━━━━━━━━━━━━━━┫ 

┃メータ種別番号 ３        ┃ 

┃メータ種別名  水道     ┃ 

┃基本料金        3000.00 ┃ 

┃基本使用量          1200┃ 

┃単価１           10.03┃ 

┃単価変更使用量１       5200┃ 

┃単価２           20.03┃ 

┃単価変更使用量２       6200┃ 

┃単価３           30.03┃ 

┃定時検針    31日 23時 59分┃ 

┣━━━━━━━━━━━━━━┫ 

┃              ┃ 

ﾀｲﾄﾙ 

 

 

メータ種別番号(１～２０) 

メータ種別名(6 バイト) 

0.00～99999.99 

0～99999 

0.00～99999.99 

0～99999 

0.00～99999.99 

0～99999 

0.00～99999.99 

定時検針日時 

 

  以降登録メータ分繰り返します。 

  未設定のメータは印字しません。 
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12.5 入居者設定一覧表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12.6 登録情報表題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

12.7 バッテリ交換警告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

入居者設定一覧表 

 

┏━━━━━━━━━━━━━━┓ 

┃入居者 No   １      ┃ 

┃登録区分   登録     ┃ 

┃入居者 店舗 A        ┃ 

┃記号                        ┃ 

┃設置メータ ┃ 

┃(No,メータ No,メータ種別) ┃ 

┃ 1,    ２,        電灯 ┃ 

┃ 2,  ６,        ガス ┃ 

┃ 3,  ７,        水道 ┃ 

┣━━━━━━━━━━━━━━┫ 

┃入居者 No   １      ┃ 

┃登録区分   登録     ┃ 

┃入居者 店舗 B        ┃ 

┃記号                        ┃ 

┃設置メータ ┃ 

┃(No,メータ No,メータ種別) ┃ 

┃ 1,    ３,        電灯 ┃ 

┃ 2,  ８,        ガス ┃ 

┃ 3,  ９,        水道┫ 

ﾀｲﾄﾙ 

 

 

(全角４桁) 

 

入居者名(20 バイト) 

 

 

メータ No、メータ種別、メータドレス、乗率 

 （登録分のみつづく） 

 

 

 

  以降登録メータ分繰り返します。 

  未設定のメータは印字しません。 

 

   メータ種別：１～２０ 

   メータドレス： 

回線番号  ：0～3 

TTE アドレス  ：0～9 

メータドレス ：0～9 

   乗率：0.01～100.00 

 

印字表題設定 

 

******  T2MS 管理   ****** 

自動検針システム TOSCAM-B13    

 

ﾀｲﾄﾙ 

 

表題 1 (32 バイト) 

表題 2 (32 バイト) 

 

   使用量表、料金表の表題と印字する内容です。 

＊＊＊ バッテリ交換警告 ＊＊＊ 

 

バッテリ交換推奨時期まで 

あと２０１日です 

ご購入先に手配を依頼してください 

交換推奨時期を過ぎると、停電時に 

データが消失する恐れがあります。 
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13 各種パラメータの設定 

 

各種パラメータは、遠隔操作アプリケーションソフトウェアのオフラインモードで設定します。 

 

 
自動検針装置では、本体操作による設定追加/変更等は出来ますが、販売代理店でも 

設定追加/変更を有償にて承ることも出来ますので、販売代理店又は弊社までご連絡ください。 

 

 

 ＜遠隔操作アプリケーションソフトウェアのオフラインモードで設定する主なパラメータ＞ 

 

  メータ種別情報 

   メータ種別名称 

   メータ種別毎の基本料金、基本使用量、単価、定時検針日時 

  入居者情報確認 

   入居者認識記号、入居者名称 

  検針・印字許可選択 

   検針許可/禁止、使用量印字許可/禁止、料金印字許可/禁止 

  表題 

   印字用表題 

  自動更新許可設定確認 

   全メータ、入居者別、メータ種別、個別メータ 

  警報出力条件 

   電池電圧低下、充電回路異常、プリンタ異常 

 

 

  

メ モ
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14 外形寸法図 

本体外形図 

標準外形図 

 
壁面取付用アタッチメント（オプション）取り付け時外形図 

 
ラックマウント取付用アングル（オプション）取り付け時外形図 

 



  

３９ 

 

15 端末伝送器 

 

15.1 一般仕様 

 
 

 

 TOSCAM-B13 は、RQ-TTEA,RQ-TTE、N-TTE(型式 T-B10**TTE)も接続できます。 

 

 

 

 

メ モ
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16 端末伝送器 外形寸法図 

標準外形図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取付寸法図 
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17 登録情報について 

自動検針装置は、お客さまとお打ち合わせの上、基本情報及びメータ登録情報を予め決定するする必要があ

ります。内容は、次のエンジニアリングシートをご参照ください。すべての登録は、TOSCAM-B13 本体、遠隔操作

アプリケーションソフトウェアのオフラインモードで設定できます。 

 

17.1 メータ情報 

 TOSCAM-B13 エンジニアリングシート メータ情報 
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17.2 入居者情報 

 TOSCAM-B13 エンジニアリングシート 入居者情報 
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17.3 メータ登録情報 

 TOSCAM-B13 エンジニアリングシート メータ登録情報 
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17.4 システム情報 

 TOSCAM-B13 エンジニアリングシート システム情報 
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